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群の主部を構成する1,400～1,700ｍの高度の火山体は第Ⅳ期に形成され，第Ⅴ期には大船山，平治岳など

の溶岩流の流出があった。第Ⅵ期は爆裂型の活動で特徴づけられ，大船山の御池，米窪火口，平治岳の山

頂火口などが活動している。1995年10月11日夕刻に星生山中腹の硫黄山付近から火山灰を噴出しはじめ，

噴煙は高度1,000ｍに達した。

およそ９万年前に噴出した阿蘇４火砕流推積物は大分県に広く分布し，大規模な火砕流台地を形成して

いる。特に阿蘇外輪山東方の大野川低地には臼杵まで厚く堆積している。

主として海岸地域には段丘地形が，内陸地域では扇状地が分布する。
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１　降水の分布と気候区分
日本列島の気候は，本州中央部を走る脊梁山脈によって，日本海沿岸型と太平洋沿岸型とに大別される。

前者は，冬の北西季節風の影響を強く受けて冬季に降水量や降水日数が多く，後者は，夏季に太平洋から

の湿気が流入して雨が多く，冬季には乾燥した晴天が続くタイプである。西日本には，中国山脈と四国山

脈に挟まれた瀬戸内海があり，その沿岸部は瀬戸内型の気候で，年間を通じて降水量が少ないのが特徴で

ある。大分県は瀬戸内海の西端に位置し，背後には九州山地が聳えるという地理的・地形的条件によって，

気候区分の上では瀬戸内型から隣接する他の型への「遷移域」にあたる。

図１は大分県の年平均降水量の分布を示す。それによると，降水量の少ない地域が周防灘から別府湾の

沿岸に位置し，年間平均1500～1600ミリである。一方，県境の九州山地に向けては，2500～3000ミリに達

する多雨域となっている。海抜高度100ｍの増加についての，年平均降水量の増加は100～150ミリである。

これら多雨域は，大野川や大分川，山国川など主要河川の源流域として，豊富な水資源を涵養する。

大分県の気候区分は，降水量の年平均値の分布と降水日数の年変化パターンとによって行うことができ

る。まず，瀬戸内型気候の限界線として，年平均1800ミリの等降水量線をとるならば，図２の線ＡＢのよ

うに，本耶馬渓町から院内町，別府市の鶴見岳東麓を通り，大野川中流域から臼杵半島に抜ける。この線

の北東側を瀬戸内型，南西側を非瀬戸内型とすることができる。また，１月の平均降水日数は，北西季節

風の影響の大きい大分県北西部で多く，10～12日に達するが，県南東部では５～６日と少なく，冬に晴天

日が多い。この対照的な両地域の境界線は，図２の線ＣＤで示すように，国東半島の東岸（大分空港付近）

と竹田市付近を結んで走り，この線の北西側は日本海沿岸型，南東側は太平洋沿岸型の性格が強い。

大分県の気候・水文
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図１．大分県の年平均降水量分布（ミリ）

図２．大分県の気候区分

０ 10 20km

０ 10 20km



9

このように大分県の気候は，図２に示す２本の線ＡＢとＣＤとによって，次の４つの気候区に分類される。

（１）瀬戸内型（Ⅰ）・・・中津平野から国東半島，別府市の沿岸部を含む。年間降水量は1800ミリ以

下で夏季は干ばつが起こりやすいが，冬は曇りがちであり，積雪もしばしば

見られる。

（２）瀬戸内型（Ⅱ）・・・大分市から大野川の中流域および臼杵市を含む。年降水量は1800ミリ以下。

冬季の天候は比較的よい。

（３）南　　海　　型・・・津久見市以南の南海部郡および大野郡の南部を含む。年降水量は1800ミリ

以上であり，高さ1000ｍ以上の山岳地域では3000ミリを超える。夏季に雨が

多く，特に台風時には大雨が降りやすい。冬季には乾燥した晴天が持続する。

（４）九 州 山 地 型・・・県西部から北西部にかけての内陸部。山岳地域は特に降水量が多く，年間

3000ミリを超える。梅雨期には豪雨が降りやすいが，台風による雨量は比較

的少ない。冬季には季節風の影響で降水日数が多く，寒波襲来時にはしばし

ば積雪を見る。

２　気温の分布と変動
広がり100km程度のスケールの大分県では，気温の分布は海抜高度によってほぼ決まる。図３に示すよ

図３．年平均気温と高度の関係
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うに，高度100ｍの増加につき平均気温の低下は約0.6℃であって，自由大気中の気温減率とほぼ一致して

いる。しかし，日中の最高気温および明け方の最低気温の減率は100ｍにつき，それぞれ約0.8℃および約

0.4℃であり，昼夜の大気の安定度に違いが見られる。気温の日較差は，高度100ｍの増加につき約0.4℃減

少する。

図４は各地の年平均の日最高気温と日最低気温によって，気温の分布と日変化の特性を比較したもので

ある。それによると，気候のタイプは，気温の日較差によって沿岸型と内陸型とに分けられる。年平均の

気温日較差は，沿岸部で６～８℃の程度であるが，内陸盆地では10～11℃に達する。沿岸型の場合，年平

均気温については沿岸海水温度の影響がみられる。蒲江や佐伯などで気温が高いのは，豊後水道を北上す

る黒潮暖流の影響であり，杵築や中津で低いのは，周防灘の水温が低いことによる。一方，盆地型では海

抜高度が低いと夏季の暑さが厳しく，高度が高いと冬季の寒さが厳しい。図４において，日田（高度80ｍ）

と湯布院（450ｍ）の関係がこのことを示す。

周防灘や別府湾などに面した沿岸部では海陸風が卓越する。昼間は，海から吹き込む風が内陸に向けて

暖まり（海風），８～10kmほど吹走してほぼ一定の気温に落ちつく。夜間には，海岸から８～10kmほど入

った山沿いから，冷えた空気が海岸部に向かって吹き出しながら暖まる（陸風）。こうして，気温の日較

差から見た沿岸部と内陸部の境界は，海岸線から８～10km入ったあたりにある。

風が弱く快晴の夜間，気温はごく局地的な地形の影響を大きく受ける。盆地では，放射によって冷えた

空気が100ｍ程度の厚さで低地に停滞し，上空の暖気との間に気温の逆転層を形成する。秋季には，地面

に接したこの冷気層内にしばしば底霧が発生する。一方，盆地の底から150～250ｍほど上がった山腹では，

低地より３～５℃ほど気温の高い「温暖帯」が形成されやすい。湯布院，玖珠，日田，竹田，宇目などの

盆地の底から丘陵地に移行するところでは，その典型的な例がみられる。

図４．各地の気温日変化特性
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３　水文環境
くじゅう連山や祖母傾山系，津江山系など，大分県の主要河川の源流域は，いずれも年平均降水量が

2300～3000ミリを超える多雨域である。表１は５つの主要河川の集水域における年間の水収支を示す。例え

ば，大分県内最大の河川である大野川の集水域（面積1381k㎡）では，年平均として降水量は2160ミリ，蒸

発量は680ミリそして流出高1480ミリである。日平均流出量に換算すると560万Kとなる。年降水量に対する

年流出高の比である流出率は0.68であって，降水量の約２/３が河川流出，残りの１/３が蒸発である。大分

川や山国川など他の河川の水収支成分もほぼ同様である。また，流域面積と日流量の間には比例関係が成

り立ち，各河川を平均した比流出量は約4300K/日/k㎡である。これは4.3ミリ/日の水源供給量によって賄わ

れる。

水収支成分の季節変化を大分川と山国川について示したのが図５である。この図では，降水量から蒸発

量を差し引いたものが地下水への供給量であり，この供給量に対する流出量の比較を示している。大分川

の場合，６～７月に供給量が流出量より多くなって地下への水の貯留が増加し，10～12月頃には流出が供

給より多くなって地下貯留からの放出が進む。供給量と流出量それぞれの変化の間には３～４ヵ月のずれ

がある。大野川の水収支にも同様な傾向がある。一方，山国川や番匠川の場合，供給量と流出量とはほぼ

平行して変化しており，雨水からの供給は地下に貯留されることが少なく，直ちに流出することを示して

表１．大分県主要河川の年間流域水収支 
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いる。山国川や番匠川は，大野川や大分川と比べて流出量の季節変動が大きく，特に秋から冬にかけての

乾燥期には，流量がかなり減少する。集水域の地形が急峻で，地質が古くて堅い場合，地下水の浸透性が

低く貯留能力が低下するためと考えられる。

源流域に降った雨が地下に貯えられて後湧き出すまでの時間（滞留時間）は，降水量の季節変化に対し

て応答する湧出量の季節変化の大きさから推定することができる。たとえば，全国名水百選に選定された

庄内町の男池湧水群全体として，年平均湧出量36.7K/分に対して季節的変動量は±12.7K/分である。この

ことに注目すると，黒岳付近の集水域に浸透する地下水の滞留時間は半年ないし１年程度と算定される。

このような調査を大分県の山岳源流域に拡張すると，河川源流を涵養する降雨－浅層地下水の循環は，１

年程度またはそれ以内の比較的短期間のサイクルで行われている場合が多いようである。しかし，竹田盆

地に湧出する名水のような規模の大きな地下水系では，滞留時間は数年程度と考えられる。

４　気候の長期変化
近年，人間の活動による気候変化が，地球温暖化現象として注目されるようになった。これは単に気温

上昇だけにとどまらず，異常気象の頻発や降水分布の変化，海水レベルの上昇などを通じて，生態系に甚

大な影響を及ぼすことが懸念される。

大分地方気象台の110年余の観測資料により，年平均の日最高気温・日最低気温の経年変化を図６に示

す。それによると大分市の年平均日最低気温は，この100年間に約２°C高くなり、特に最近25年間では約

１℃の上昇を示している。これは都市化の進展によるローカルな現象であり大分市中心部などでは，晴れ
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た夜間，郊外よりも４～６℃ほど高く，ヒートアイランド現象が顕著に認められる。しかし，郡部の田園

地域では，夜間の気温上昇はあまり認められない。一方，昼間の最高気温の年平均値については，大分市

でも田園地域でも，この100年間に約0.6℃の上昇がみられ，グローバルな地球温暖化の速さに近い値である。

地球温暖化による気候帯の北上速度は，日本付近では100年間で200～300kmと推定される。生態系は北

上へのストレスを受けていると思われる。

大分市の年降水量については，約40年の周期のブリュックナー変動が認められる。すなわち，この100

年ほどの間，平均値1660ミリを中心として±150ミリで変動し，1910年頃と1950頃がピークであった。

1990年代のピークはやや不明瞭な感じである。

さらに，より長期の降水量のトレンドを見ると，最近の100年間につき約100ミリという年平均降水量の

増加傾向が検出される。大分市の年平均降水量は20世紀初頭には約1600ミリであったが，現在では1700ミ

リに達している。降水量のこの増加傾向は，地球温暖化と連動しており，大分県全域はもちろん，かなり

大きなスケールで広がっていると思われる。
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１　大分県の植生を支配する環境要素
大分県は九州本島の北東部，北緯32 4゚3’～33 4゚4’，東経130 5゚0’～132 1゚1’に位置しており，県東部は黒

潮が洗う外洋に面し，県北部は内海の周防灘に面している。内陸地は県の北西部から西部にかけて英彦山

や津江山地，南西部は九重火山群，南部は祖母・傾山系の峻嶺が屏風のように連なって，大分県を半円状

に囲んでいる。

本県の気候は大局的には暖温帯夏雨型多雨気候域に属しており，県南部は夏の降水量が多い典型的な西

南日本太平洋型気候域であるが，県北部は年間降水量が1600mm以下となって瀬戸内型気候へ移行する。

また県北西部の山地は冬季北西季節風をまともに受けて，日本海型気候の影響が植生にも反映されている。

沿岸部の植生は海流の影響が大きく，黒潮が洗う県南部の沿岸地域は，緯度に比べてより暖かく，暖地性

大分県の植生




